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小眼球症は先天性疾患とされ，原因としては遺伝性，

母馬のビタミンA欠乏および母馬への催奇性薬物投与な

ど が 考 え ら れ て い る ［ 1, 2］． ま た ，馬 に は

micropthalmia associated transcription factor

（MITF）が存在し，種々の発生過程や神経系由来のメ

ラニン形成細胞，眼杯由来の網膜色素上皮および骨髄由

来の肥満細胞や破骨細胞の分化，増殖を制御しており，

MITFの異常により小眼球症などの顔面奇形が起こると

されている［3, 4］．本症は正常と比較して小さい眼球が

片側性または両側性に形成され，視力は喪失するとされ

ている［1, 2, 5, 6］．過去に馬の小眼球症は複数例報告

されている［2, 5, 6］が，画像診断を用いた例はみあた

らない．今回，先天性小眼球症を発症した子馬に遭遇

し，臨床検査，超音波検査，Computed tomography

（CT）検査および病理解剖を行い，病態解明を試みたの

で，その知見を報告する．

症　　　　　例

患畜はサラブレッド種子馬（雌，出生時体重48kg）

であり，出生時に両眼球の形成異常が認められた．3日

齢時に帯広畜産大学附属家畜病院を受診した（図1）．

子馬は対光反射，威嚇反射がなく，視力喪失が認められ

た．また，馬房内で旋回し，頭や肢などを壁にぶつける

様子が観察された．

超音波断層検査（P04331h03，7.5MHz，SonoSite，

東京）では角膜，前眼房と水晶体が不明瞭であった．ま

た，正常な眼では無エコー像となる硝子体腔に，等エコ

ー像が散在して観察された（図2）．

CT検査は全身麻酔下（メデトミジン：7μg/kg，IV

ジアゼパム：0.03mg/kg，IV，チアミラールナトリウ

ム：1g/head，IV，5％グアイフェネシン溶液：200
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要　　　　　約

サラブレッド種の子馬に，出生時より両眼球の形成異常が認められた．超音波検査では，角膜および水晶体などの眼

球構造が不明瞭であり，硝子体腔に等エコー像が観察された．Computed tomography（CT）検査では，硝子体腔に高

CT値を示す組織が散見された．肉眼的には水晶体欠損および瞳孔上の乳白色結節が確認された．組織学的検査により，

水晶体，硝子体，脈絡膜，網膜などの正常眼球組織の欠損と，軟骨や腺などの異所性組織形成が眼球内に確認された．

以上のことから，超音波検査とCT検査は本症例の生前診断に有用であった．
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